
情報化施工のビジョン策定

一部実用化してはいるものの、
国内では普及には至っていない

ＩＣＴの進展と
イノベーションの推進

発注環境の変化少子高齢化（熟練者不足）

（H13.3）

情報化施工への期待感
が高まりつつある状況

施工を取り巻く状況の変化

（現状）

・技術開発
・試験施工
・施工管理基準類の整備

低い労働生産性

施工現場の事故が多い

地球温暖化問題（CO2削減）

建設事業を取り巻く課題

・一般競争入札、総合評価方式等

海外において情報化施工
が普及
・特に土工、舗装工等で普及

情報化施工の推進の背景と必要性

品質チェック、監督・検査の
重要性の高まり
・品確法、施工プロセス検査等

・国土交通省ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進大綱

資料－２

・施工効率の向上
・施工品質の確保
・事故の減少
・建設資機材の効率的利用
・技術競争力の強化
・施工プロセスの追跡 等
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情報化施工による解決の可能性情報化施工による解決の可能性

低い労働生産性

施工効率が向上する。
●ブレードの自動制御→モータグレーダの敷均し作業速度約1.3～1.5倍（各社データ）

●作業補助員の省人化→丁張りレス施工

●施工と品質・出来形管理を同時に実施、コンカレントエンジニアリング

情報化施工による課題解決の可能性

少子高齢化（熟練者不足）

施工現場の安全確保

地球温暖化問題

建設施工を取り巻く課題や状況の変化建設施工を取り巻く課題や状況の変化

熟練オペレータ以上の施工品質が確保できる。
●ブレードの自動制御（敷均し精度±10mm）、ＧＰＳ付きローラ→均一な施工品質

●バックホウの掘削作業ナビゲーション→丁張りレス作業

●ICT導入による建設現場作業のイメージ改善→若年労働者の確保

建設機械による事故が減少する。
●建設機械が作業状況を把握（検測員の省人化による人と機械の分離）

●オペレータの負担軽減（ブレード自動制御等）による操作ミスの低減

●地盤の変化など周辺環境のモニタリングによる作業環境の危険回避

品質向上・工期短縮などの技術競争力が強化できる。
●技術提案による受注の拡大

●工期短縮・品質向上による利益向上、コスト縮減

●国際標準に基づく施工関連データによる確実な品質確保

建設資機材を効率的に利用できる。
●敷均し時のグレーダの作業回数削減（燃料使用量約３割減の事例あり）

●舗装の厚さ制御によるアスファルト使用量の削減

試算例：余盛り2mm削減で、片側２車線1kmあたりCO2を１.５ｔ削減（製造過程のみ）

国内外における競争

施工データに基づく確認により品質が向上する。
●施工データによる品質の全数確認、新たな施工管理手法の導入

●監督・検査の合理化、書類の簡素化

●完成後に施工プロセスを追跡、維持管理や更新時の施工プロセスデータの利用

発注環境の変化

品質確保・監督検査の重要性の高まり
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情報化施工による施工効率の向上（例：路盤工）

設計図から座標入力 建設機械が設計データを読み込み施工

設計図から座標計算 測量の実施 丁張り設置 丁張りに合わせて施工 検測を繰り返して整形
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施工管理データを活用した効率的な維持管理、合理的な設計の可能性

品質管理
出来形管理

データ

計画

施工施工

維持管理維持管理

調査

設計データ（CAD）

現場事務所（発注者）

発注図(設計データ)
GPS

トータル
ステーション

施工データ

施工と同時に品質・出来形
データも管理・記録

施工指示

施工結果

各フェーズで発生する情報を活用各フェーズで発生する情報を活用

建設現場（施工者）

効率的・効果的な
維持管理の可能性

６

設計設計

合理的な設計
の可能性

品質管理データ
出来形管理データ
機械の稼働データ 等

→維持管理で活用

技術基準、施工管理基準
監督・検査基準への反映
→設計にフィードバック




